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春息 京'1 王賞 談

佐々 倉航

(A) 昨年 (1961)1月 5目白夕暮であった。そ D 日は珍らし〈静岡名

物自i!!i民も吹かず終日 bだ串か念天気であったが .午后 3時頃自宅から約 2

粁ほど離れた山裾 白道 を束へ向ってたどりながらふとふタ返ったとき.西空

由美し芭陀思わす積嘆 C声を放ってしまった。晴れた空陀は幾つも申レ γ ズ

雲 {ν ンズ状高積雲 )が点点 として浮び .またそ り中のいくつかはこつづっ

組合わさっ τッヅミ形児怠っているりである。そして西方自山波から出た高

積雪里白群聞は天頂あた~ "iで延びτきて:t"!Jそ 由一部白韓辺 Kは緑』ヒピ ン

クを主とした彩雲古え現われている白である。昔はとれを五色白雲 .卦雲 .

主は紫雲・瑞雲左どといったそうである。しかもそり高積雲白群聞白ふち | 
は文字通 P雲形定規で形どられたよう陀滑らか念曲線を画い τいてま Eと陀

和宇治、老眺めであった。 Lばらく Lて太陽は函白山白端托近〈迫って夕焼空

と念 9 .大陽薗を俺うたツヅ ミ雲は暗黒色忙交じたが .そ りツヅ ξ 察りふち

は金色陀輝いてえもいわれ白壮厳さえもたたえているで抗念いか。風は全〈

左 L四辺は静寂であり a私はとん在陀..で美しく平和でしかも厳歯在感じを

受吋た夕空~経験 L た E とは在かった白である。

数年前ロ γ ドγ大字。ゴルドンマンりイ教疫が馨わした'英国自気候と風

景.という本匠は朝焼や夕焼を初め空と地上白風景とを組合ぜた美しい天然

色写真が沢山由っ ていたし 目書中D叙述も主党現陀かどだたずきり kて情陀

もかほ:れずといった関子で .ζ0本は 1まとと肥地理学的気候学欝白典罫j的念

もDであ旬 .かねて私自理想としたも白が実現された Iう医事え思ったが

t.<D!1空音見てと白本のととを思わず虻はいられをかっfr.o

当時四日本付近虻訟吋る気量状況を述ベ為と 1月 4日虻北海道と関東地方

と陀あった低気圧 fそれぞれ 99 8 mhと 1日日 2mh )は 5日陀は静合 L

てLτ断る優勢 (96 6 mh )とは在ったがすで陀オホーツグ海D南部虻去

ってをり ，本邦陀念付 る気圧傾度は 唱さ羽地方以北は術大きかったが関東地方

から西の方はずっとゆる平か陀在っていた。

静岡地方気象台。観測結果を見てもと白日は珍らしく西風が弱< .平均風
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速甘 1.3ml'(過!fず .特1'(1 0時からは南寄"の梅風が附き初酌て 17時可愛

でFいている。最大民連事え 14時 5日分の 5.3 m (S8 )で 瞬間最大は 1

4時 32升ro7. 8 m (SE) であった。天気は 9時 ，1 5時 ，2 1時 <Dm置
がそれぞれ 4 ， 7 ， 8であっ τ概ね晴天であった。

とのよう陀静岡では引から風は弱かったが御前崎では午前中枯10m以上白強風

が吹いて率、 η .午后からは臣、速が務ちて 6_7m程度陀在勺ている。午前中

目静岡 と御前崎町地上凪を比較すれば両者間距著しい相奥田あるとと陀気づ

くであろう。とり事実は~'f.若狭湾から濃奨平野を通って伊勢湾陀出で . そ

れから太平洋岸沖を京医向う季節風白吹き紘吋ル ー トが御前崎白仲を通過す

るためである ζ とはかねてから指摘されているととるである。当日御前崎虻

会吋る平均風速は 10.0%(WとW N W) で最大は 17.2%(W，日 2時 1

2分) ，般大瞬間風速は 23.3'}正 (W， 0 2時 24分)であった。

午前 B時 30骨庇軒吋る御前崎目上層風は調 < ，その后目上層風観測が念

いりで分ら念いがと白目白御前崎付近は午前中白地上風だ吋が強かったりで

あり .御前崎 .静岡付近は地上も上層も 一般 K風が弱かったりでは企いか と

思われる。

彩蜜は大気回静か1);時医生じ.水骨も多過ぎず少在過ぎず気量学的陀考え

ても 平穏で祥瑞たる陀適すると藤原先生も脅かれ ているが.当時観察し た筆

者も全く同感であった。しか Lνンズ雲はー 般陀は上層凪が強いとき虻現わ

れる場合が多いときれている白でとり点虻平ぞ矛盾を感じる。

以上位想論的考察抜量由主主だっ食らぬ罰述陀寸き.設いが観察 した ?をさを青E

Lて残 Lて:"台免い。

1 9 6 1年 1月 5目白地上風 高 層 風

静 岡 御 前 崎 御 前 情

1時 NW 0.8ズ 、v 8時 5日舟観測開始

2 SW  1.0 W 100m 3rt 主事正

5 s 日5 、司ザ 2日日 24 2 

4 WSW 0.3 w 5口口 54 3 

5 wsw 1.0 、.VN、v 400 60 4 
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(B] 宮士山由山察陀ついては阿部正直博士を初め農舎の研究開査報告があ

る。いまきら特忙珍らしいというほどのも D で H 念いが.台風通過直后0 初

秋庇現われた宮士白山蟹の姿を一つ記録陀とどめてかきたい。

図位昭和 25年 (1 9 5 0】?月 4日6陣 10丹陀横浜線相原 駅で南西方

陀展望 L た 宮古士山り観察である。前夜日本海褐様を通過L.~ジ:0. -'./ (1白un)

台風田中心は 4日?時陀は北潟選。中央部付近陀あって 99日mhを示 L

東北地方以北は高気圧 傾度はやや急であ るが関東地方以西は傾度がゆる く左
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ってか旬責債も恢復してい食。

当日 d時の宮士山頂の風はwswの 25. 5 ']y，で上閉では嘗だ風は強〈吹レ

ていた。 SW方向から山政を強制 k弗 Lた気流は積震形町饗 と在って宮士山

田中腹から目欄 6日日 om位陀宮でも高〈延びて間山を掩い.そり右端(t>

そら<N E端であろう)陀は笠雲 形。もりが数本鋭〈突き出ていたりが奇異

であった。内一つだけ D 笠蜜が高〈離れていた。

富士山を包んだ積雲形りもりは植野隆寿氏自いう背負震であろうが.そD

右端から笠震がいくつか突き出している状況が商白かった。
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